
入試年度 2026 入試方式 一般 課程 博士後期

研究科 文学 専攻 史学 領域（分野） 西洋史学

出題のねらい

I:
課題文は、主として20世紀前半に活動したイギリスの政治家、ウィンストン・チャーチルについて、21世紀初頭までの研究状況と、第二次世界大戦後
にチャーチルの行った「鉄のカーテン」演説が、当初、どのように受け止められたのか、を論じています。ある歴史事象についての理解や認識が、時
間の経過に連れてどのように変化するのかを読み取る必要があります。

II:
第二次世界大戦期における、イギリス政府とアメリカ合衆国政府の関係について、課題文を読んだ上で、自身の知識も交えて論じる問題。第二次世界
大戦の史的展開と、そこでの英米両政府の動向をきちんとおさえているかが問われています。

解答・解答例または採点時の評価ポイント

I:
設問（1）については、課題文の論旨を理解した上で、受験者独自の知識を交えて、チャーチルの研究史を説明できるか、がポイントです。
設問（2）については、課題文の中で特に重要なポイントを見定めつつ、論旨の流れを要約することができるか、がポイントです。

II:
英米両政府のそれぞれについてバランスよく論じることができているか、さらに、第二次世界大戦の史的展開に言及できているかが解答のポイントで
す。また、課題文の内容の要約に終始せず、自身の知識も加えた議論をできているかも評価対象です。


